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　フィジーは南太平洋に位置する
島嶼国だ。広範な海域に点在する
330以上の島々に国民が居住して
いるため、通信や交通が不便で、
災害情報が伝わりにくく、緊急支
援などの公共サービスも届きにく
い状況にある。ほとんどの島は面
積が狭小で標高が低く、自然災害
に対して脆弱だ。気候変動による
海面上昇、集中豪雨、サイクロン
の大型化などによって家屋やイン
フラが被害を受ける脅威は、年々
大きくなっている。
　災害時の住民への情報提供や復
興時の情報伝達には、中波ラジオ

放送が有効となる。だが、同国唯
一の放送局であるフィジー放送会
社（FBC）が管理する中波ラジ
オ放送システムは、施設や機材が
老朽化し、自己資金では更新が困
難な状態であった。中波ラジオ放
送が情報を入手する唯一の手段と
なっている離島も多く、一刻も早
い整備が望まれていた。
　本件で調達された主な機材は、
中波アンテナシステム(60ｍ、傘
型、２波共用)、送信機１(558k
Ｈz)、送信機２(990kＨz)などで
ある。アンテナの設置工事、送信
機建屋の新築、送信機材の据え付

けなどを行い、上記２波の周波数
から、中波ラジオ放送を行うこと
ができるようになった。これで同
国のほぼ全土で安定した中波ラジ
オ放送を受信することが可能にな
った。
　これまで受信が困難であった
10万人が住む離島でも安定して
受信できるようになり、音質の歪
みや年100時間ほどあった放送の
中断も解消された。これにより、
防災、教育、保健、農業など日常
生活に欠かせない情報サービスが
全国民に安定的に配信されるよう
になった。
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完成した中波アンテナシステム FBC総裁の説明で送信機のスイッチ操作を行なうバイニマラマ首相 校舎内実習室
アジズ大統領や清水久継特命全権大使が出席した

竣工式(2018年5月)大教室（200名） 機材訓練（実習室）

引渡し式にて：左から澤田博之JICAフィジー事務所長、カユーム副首相、
　バイニマラマ首相、大村昌弘駐フィジー日本大使

施設全景 大教室全景

フィジー
中波ラジオ放送復旧計画

＜無償資金協力＞

コンサルティング：八千代エンジニヤリング（株）
機 材 調 達：南洋貿易（株）／電気興業（株）／日本電気（株）

防災や保健の情報提供サービスを向上させる

MALAWI

　モーリタニアは西アフリカに位
置し、国土の大部分がサハラ砂漠
となっている。一人当たりの
GNIは1,270米ドル（世銀、
2014年）、人間開発指数は187
カ国中155位（世銀、2012年）
で、世界で最も貧しい国の一つ
だ。
　同国の保健状況は、妊産婦、乳
児、５歳未満児の死亡率が周辺の
国々と比べても高い数値を示すな
ど劣悪な状況にあり、持続可能な
開発目標（SDGs）の達成も危ぶ
まれている。そうした中、保健人
材の育成は急務であるが、その中

心的機関である国立ヌアクショッ
ト公衆衛生学校（ENSP）は、定
員370人に対し850人の生徒が在
籍しているため、施設や機材が不
足して教育の量・質がともに確保
できていない。
　本計画では、ENSPの施設を拡
充し、教育機材を整備した。施設
では、新校舎、大教室、食堂、電
気・機械棟など延べ床面積4,071
㎡を建設し、教育機材では、医療
訓練用シュミレーション機材や遠
心分離器などの実験機材等を整備
した。これによりENSPの生徒数
は約1,200人まで増やすことが可

能となった。
　校内での実習時間も大幅に増や
すことができ、これらから適正な
カリキュラムが確保できる見込み
である。さらには、これまで実施
できなかった上級保健技師の育成
も可能となっており、保健医療サ
ービスの現場が求める人材の育成
に大いに貢献することが期待され
ている。
　本計画は、本年４月末に竣工
し、５月９日にモーリタニアのア
ジズ大統領および日本国の清水久
継特命全権大使の出席による竣工
式が行われた。

モーリタニア
国立ヌアクショット公衆衛生学校拡張・機材整備計画

＜無償資金協力＞

コンサルティング：（株）コーエイリサーチ＆コンサルティング（KRC）※
　　　　　　　　 ビンコーインターナショナル（株） 共同企業体
施 設 建 設：岩田地崎建設（株）
機 材 調 達：日世貿易（株）

保健医療を支える人材の育成を強化する
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※受注時は「システム科学コンサルタンツ（株）」


